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～孤立を生まない地域社会づくり～

名古屋市 緑区



事例を基に地域での支えあいを考える

①事例報告を受けて、どのような課題が地域に存在し
ますか、同じような課題をもつ事例のかかわりも含
め考えてみてください

②地域として、どのような援助、取り組みが必要と考え
ますか

自らの地域のなかで同じような方の援助を地域の
方々が行っているようなことはありますか

③今後地域で可能な範囲で支えていくために、誰やど
こが（複数でも構わない）が中心となって、どのよう
に進めていくといいのでしょうか



グループでの話し合いの結果を報告

• 今後どのような援助が必要か

• どのような機関や人がどのような取り組みを
行っていくと地域で安心して暮らしていけるか



まとめ
• 本日の結果を、できる地域から具体化させていく
↓

• 地域での連携が少しずつ具体化される、次なる
事例に生かすことができる

↓

• 住民が安心して地域で暮らし続けることが可能
となる

Ｑ）潜在化されている、同じニーズを持つ高齢者に
向けて（諦めている、認識がない、周りが気づい
ていない高齢者）何ができる



本人

主治医 在宅診療サポート医 歯科医

薬剤師 栄養士 地域包括支援センター

ケアマネジャー 介護サービス事業所

保健師 行政職員

親族 近隣者 民生委員 老人クラブ 自治会

小学生 スーパー コンビニ 新聞店

サロン活動、地域での集まり、介護予防向けの教室、
地域ケア会議、チラシやチャックリストで把握等

本人

サロン活動、地域での集まり、介護予防向けの教室、
地域ケア会議、チラシやチャックリストで把握等



閉じこもりとの関連生活課題



基本チェックリスト 抜粋
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（１）本人の心がけ
①毎日、三食きちんと食べて規則正しい生活を心がける
（バランスの取れた食事、十分な睡眠、メリハリのついた生活）
②普段の生活の中で体を動かすよう心がける
（散歩、家事、買い物、庭仕事等）
③定期的に健康診断を受ける（かかりつけの医師をもつ）
④自分でやれることは自分でやる（家での役割をもつ）
⑤積極的に外出するよう心がける（おしゃべりを楽しむ仲間を
作る、人との交流をもつ、季節の変化など感じる）
⑥趣味を持つ
⑦地域活動に参加（やれることをやれる範囲で）
⑧地域の様々な情報を集め、積極的に利用
⑨安心・安全な住環境の整備

日常生活へのアドバイス



（２）家族の心がけ
①家での役割を持ってもらう
②必要以上の制限をしない
③できることが増やせるように関わる（手を出しすぎない）
④外出するきっかけをつくる、一緒に出かける
⑤一緒の時間を楽しむ
⑥うつ状態が見られたら早めに専門家に相談する
⑦地域での様々な情報を提供する

（３）近隣住民等の心がけ（地域でできること）
①お互い声かけ（みんながあいさつ、地域の活動のお誘い等）
②みんなが気軽に集える場をつくる。３～４人の小さな規模で
よい（歩いていける距離に場があると、みんなが集まり交流が
でき、お互いの様子がわかりあえる）
③必要に応じ関係機関に相談（民生委員、保健センター、地域
包括支援センター等）



一人暮らし等で孤立している人を発見するサイン

①顔を見せない

老人クラブや町内会の活動、趣味の集まりに急に来
なくなった
民生委員としては日頃から人の集まる場所に出向き、
急に来なくなって気になる人は連絡通報してもらえるよ
う頼んでおく

②洗濯物

ベランダや庭は大切な情報源、洗濯物がいつものよう
に干してあるか、夜になっても干したままになっていな
いか、天気が良いのに何日も干していない時等は声を
かけてみます



③屋内の電灯

夜間に屋内の電灯がついているかどうか、幾晩も続
けて電灯がついていなければ、一声かけて安否確認を
する

④ごみ出し

ゴミの回収日に、いつものようにごみが出してあれば、
心配はありません。
わざわざ朝から見守りに出かけなくても、近所の方々
に様子をうかがうのも一つ

⑤新聞、郵便、宅配便

新聞受けや郵便入れに、新聞や郵便物が溜まってい
れば屋内で何かの異変を知らせるサインの一つ、自信
を持って声をかけてみる



地域で支えるための地域包括ケア

１．在宅を中心とする地域での居住を支援
医療や介護サービス、地域の見守り

２．本人を中心とした居場所づくり（就労支援も）
家の中だけではない地域社会との結びつき

３．支え合い、助け合いが基本
地域全体で見守り、声かけができる安心

４．医師、行政、介護、地域が密に連携すること

５．地域において顔が見える関係を構築すること
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老人クラブ
ボランティア
新聞、郵便局
配食サービス
保健センター
介護サービス
（ヘルパー） 等

民生委員・介護相談員

地域包括支援センター・行政・社会福祉協議会

住民

住民 住民

支援が
必要な人

安否確認

見守り

連
絡
・
相
談

見守り

安否確認

安
否
確
認

連絡・相談
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さいごに
ひとり暮らしや閉じこもりがち、認知症があっても、２４
時間３６５日、地域で安心して暮らしていくためには、介
護や医療の連携とあわせ、地域住民の高齢者への理
解（認知症、閉じこもり等）ある眼差し、声掛け、見守り、
支え合いができる街づくり「地域のつながり」が重要

①地域の特性を生かした取り組みを考えていく

②今できている取り組みを評価していくことも大切

③小学校区、中学校区、自治区、区全域等、それ
ぞれで取り組む内容を考えていくことも大切


